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地域資源の可視化ツール
制作プロジェクト

⼀般社団法⼈�新島エリアマネジメント

東京⼤学フィールドスタディ型政策協働プログラム



⼈⼝： 1 , 9 3 6 名
保育園・⼩中⾼校 1校ずつ
⾼齢化率 4 1 %
診療所 1軒
くさや / コーガ⽯ / 新島ガラス / 温泉

⼈⼝： 4 6 2 名
保育園・⼩中学校 1校ずつ
⾼齢化率 4 4 %
診療所 1軒
リアス式海岸 / 温泉 / ワーケーション

周囲約 4 1 . 6 k m
⾯積約 2 3 . 8 5 � k ㎡

周囲約 � 1 2 . 2 k m
⾯積約 3 . 6 7 � k ㎡

東海汽船
⼤型船 8 h 3 0 m i n

東海汽船
⾼速船各船 2 h 3 0 m i n
新中央航空
ドルニエ 3 5 m i n
神新汽船
あぜりあ 3 h
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【新島村について】
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N I I J I M A  A R E A
M A N A G E M E N T地域には価値ある資源が多数存在するが、誰もそれを体系的に整理できておらず、

地域資源を⼗分に可視化できていない。
地域資源が可視化されていないことで、地域についての議論が⾏われる際に、

など、下記のような展開になってしまう現状がある。

会議が主観の
ぶつけ合いになってしまう

【課題背景】

空中戦の議論が展開され
進展が少ない

ステークホルダーたちの所属の
壁が越えられず議論が進まない

対話が促進されるようなツールを開発し、地域の各団体が議論や施策の場で役⽴てることを⽬指す。
新島において、多様な⽴場の⼈々が共通の認識を持ち、

同じ視点で考えることができる環境を整え、地域資源の価値を最⼤化を共に⽬指せる場づくりを⾏う。



N I I J I M A  A R E A
M A N A G E M E N T地域に存在する資源（⾷べ物、⽂化、⾃然、⼈、動物など）を洗い出し、

その特徴や課題を整理しながら、写真付きの「資源カード」として 1枚ずつまとめる。
資源カードを制作することをゴールとし、制作プロセスを学⽣たちと協働し実施していくことを考えている。

【可視化ツール『資源カード』】

①地域の多様な資源の全体像を把握できる。
②「資源カード」は、地域の施策やイベント、
 教育に活⽤可能なツールとなる。
③若者視点からの新しい発⾒が、
 地域に新たな価値を提供するきっかけになる。

エリアマネジメント関係者、
⾏政職員、教育機関、外部機関などを含む

島⺠および関係⼈⼝とする。
活⽤シチュエーションのイメージは

エリアマネジメント×島⺠や外部機関
⾏政や⺠間企業など各団体でのディスカッション

新島⾼校での探究授業
など。

⾒込まれる成果

活⽤するターゲット



資源カードの完成に向けて、学⽣に期待するのは、
カードの構成やデザイン、制作プロセス、盛り込む内容等について、

学⽣ならではの気付きや⾃由な発想、得意な能⼒等を発揮してもらうことです。
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資源カードをゴールとしつつも、表現の仕⽅については学⽣の創意⼯夫を尊重し、
受け⼊れ側としても、柔軟に対応できる環境を整えていきます。

早い段階でカード制作が纏まった際には
地域住⺠とのフィールドワークの実施なども検討しております。実際の使⽤感や改善点を⾒つけたり、

単なるカード制作にとどまらず、地域の未来に繋がる価値を⽣み出してほしいと期待しています。

【利⽤者⽬線での制作】
単にカードを作成するだけでなく、

デザインや情報の⾒やすさ
分かりやすさを重視し、

利⽤者が活⽤しやすい形で
制作すること。

【創造的な提案】
資源の洗い出しを通じて、

「資源の掛け算」や
「⾜し算」のような
新しい組み合わせや

アイデアを提案すること。

【W e b上での活⽤】
資源カード＋ αの表現⽅法として、
可視化した地域資源をW e b上で

展開し、地域内の機関だけでなく、
島外の⼈にも届くような発信 ( メディ

ア・ S N S ) など。

【 A I を活⽤した発想】
若者らしい柔軟で

フレッシュな発想で、
A I を活⽤した新しい取り組みや

アイデアを提案すること。

【参加学⽣の皆様へ】
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【スケジュール】
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・新島の基本情報の説明
・学⽣による新島の資源調査、リストアップ、データ整理
・現地活動の準備とプランニング

・事前調査で得た知識の答えあわせ
・島⺠とのディスカッション実施
・島内でのフィールドワーク
・資源カードのイメージすり合わせ

・学⽣によるカード制作
・次回現地活動の準備とプランニング
・オンラインでの進捗確認
� 課題の共有、再度カードイメージのすり合わせ、その他の表現⽅法などの検討

報告会には、我々エリアマネジメント、⾏政職員をはじめ、
地域感度の⾼い島⺠や地元中⾼⽣、議員の⽅々などの参加も想定しております。

・追加の資源を探しに⾏く
・島⺠とのディスカッション実施
・島内でのフィールドワーク

第 1回現地活動
（夏の新島を感じよう）

オンライン形式での交流

第 2回現地活動
（冬の新島を感じよう）

最終報告会

・オンラインでの進捗確認
・最終報告会に向けた準備

オンライン形式での交流


